
12:05－12:10(5分）  ：スラブ・ユーラシア研究センターの概要
長縄宣博 センター長

12:10－12:25(15分） ：ヨーロッパ帝国による遊牧民の強制近代化とその帰結
――遊牧民の主体性の再評価（1920〜1930年代）

ベクトゥルスノフ・ミルラン 特任助教

12:25－12:45(20分） ：質疑応答

文部科学省と国立大学附置研究所・センター 個別定例ランチミーティング

第137回 北海道大学 スラブ・ユーラシア研究センター（2025.12.12)



組織概要・沿革・課題

創設70周年を迎えたスラブ研は、国内唯一、アジアでトップ、世界でも屈指のスラブ・ユーラシア地域に
関する総合的な研究拠点。

１．共同利用・共同研究拠点として世界水準の研究を推進
第４期はウクライナ戦争と同時進行。国内外の研究者と連携して国際秩序や地政学的リスクを即

応的に分析・解説。令和4年度から教育研究組織改革分（組織整備）を得て生存戦略研究を遂行。
共同利用・共同研究を通じて地域比較・横断研究、そして理系など異分野との連携にも注力。

２．若手研究者のキャリア形成を持続的に支援

北大文学院で講座を開くほか、全国の大学からの公募で若手を競わせつつ、就職までの道のり
を切れ目なく支援。次世代養成を国際的にも展開。

３．国内外の大学や研究所、産業界等との組織的な連携

研究成果の社会実装等の応用研究も推進し、外交・国際協力などに関わる政策提言や、観光業な
どとの産学連携など、国内外の課題解決を先導するための体制を構築。研究ネットワーク
JAPAN（JIBSN）は、国境・境界地域の振興を支え、境界研究に関わる実務者との実社会共創に
努める。

第４期におけるセンターの方向性



スラブ研の構造とスタッフ

2025年度外国人研究員

Nicola Di Cosmo（プリンストン高等研究所、歴史学）

Una Aleksandra Bērziņa-Čerenkova

  （リガ・ストラディンズ大学、政治学）

Edin Hajdarpasic（ロヨラ大学シカゴ、歴史学）

Samuel John Hirst（ビルケント大学、歴史学）

Julie Anne Cassiday（ウィリアムズ大学、文化学）

Olena Palko（バーゼル大学、歴史学）

Aksana Ismailbekova

（ライプニッツ現代東洋研究センター、政治学）

専任研究員

国際的に活躍する研究者の公募による招へい

※公募により外国人研究員を招へい
R3年からR7年まで応募218名のうち38名採用

（採択率17.4％）

・境界研究ユニット（H25年設立）
境界研究を主導し、境界問題を研究する人材を育成することを目的とし

て設置（グローバルCOE「境界研究の拠点形成」の後継）

・生存戦略研究ユニット（R4年設立）
R3年度共通政策課題分（共同利用・共同研究拠点の強化）による「国際

的な生存戦略研究プラットフォームの構築」推進を目的として設置

・ウクライナ研究ユニット（R5年設立）
北海道大学における「各部局の強み・特色」を促進するスタートアップ

の事業として設置



スラブ研の研究活動：学内外との連携及び共同研究 ①

関連研究分野及び研究コミュニティの発展への貢献



スラブ研の研究活動：学内外との連携及び共同研究 ②



公開講演会（2012～）

・境界地域の自治体を糾合した研究と実務をつなぐネットワーク運営
（境界地域ネットワークJAPAN:JIBSN 2011年設立。代表：小笠原村）

・北海道大学総合博物館を通じた研究成果の社会発信

境界地域（稚内・礼文・根室・標津・竹富・五島・
与那国・対馬・小笠原）の首長はじめ約90人が一堂に
会し、離島ならではのリスク対応など現地の取り組み
について意見交換された。（2025年10月25日対馬）

グローバルCOEプログラム「境界研究の拠点形成」
（2009-2013）を契機に、本学の人文・社会系部局及
び総合博物館を横断する境界研究ユニット（UBRJ）
を設置。博物館にてボーダーツーリズムの常設展を設
けている。

スラブ研の社会的貢献

一般市民を対象とした公開講座を開講。共通テーマでスラブ
研や学外講師が講義を担当。毎年50〜100名程度の市民が参加。

専任研究員の最新の研究内容やスラブ・ユーラシア地域の最新事情
を、市民・学生・ジャーナリストなど一般に向け広く情報発信。年4回
程度開催。

JIBSNセミナー・ボーダーツーリズム 北海道大学総合博物館×境界研究ユニットなど

境界地域において一定のニュースバリューを確立し
ている。またセミナー開催にあわせてボーダーツーリ
ズム（JIBSNプラス）を実施している。（2024年10
月12・13日与那国）

公開講座（1986～）

2024年夏季企画展ではスラブ諸語とその文字に焦
点を当てた展示を実施し、あわせて市民向けセミナー
「文字を通して見るスラブ人の世界」も実施した。
（2024年7月5日-9月29日）

博物館
入館者数
（人）

R4年度 R5年度 R6年度

186,430 171,968 251,738



異分野融合研究への挑戦 (文理協働を目指して)

「14世紀の危機」についての文理協働研究国際的に注目される北極域研究

• 自然科学と人文社会科学の異分野連携として実施された文科省の北極域研究推進
プロジェクトのArCS、ArCSⅡに続き、2025年度からArCSⅢが始動。

• センターでは、ArCSⅢのガバナンス課題サブ課題「変化する北極域の地域社会
の検討」の枠内で、資源開発および運輸に重点を置きながら、北極域研究に引き
続き取り組んでいくことになった。

• 地球温暖化の影響による北極海航路の利用や北極域資源開発の可能性の急拡大を
明らかにし、産業界や自治体のステークホルダーに提示。

• 自然科学者や現地研究者との合同調査で、永久凍土の融解をもたらす気候変動が

現地住民に与える影響を解明。

• 日本の北極政策への提言発信やロシア語での環境教育教材の刊行など、研究成果
の社会的還元を目指す。

北極域の持続的発展に関する異分野連携研究

国際共同研究推進メニューの概念図

• 科学研究費助成事業基盤研究(B)（2021年度〜2024年度）から、研究基盤(A)
「気候変動・疫病・戦争：アフロ・ユーラシアからの「14世紀の危機」」
（2025-2030）および国際共同研究強化「年輪・疫病・金銀：西アジアにお
ける「14世紀の危機」（2025-2026）」に発展。

• 本研究は、「14世紀の危機」がアフロ・ユーラシア規模で見れば従来ヨー
ロッパで考えられてきた時期よりも早いこと、危機のタイミングやその具体相
には相当な地域偏差があることを発見し、個々の危機の複合や地域間の危機の
連鎖を含めた、危機の動態を明らかにすることができた。

ArCSⅡの成果と
して刊行された
『ロシア北極域経
済の変動 サハ共
和国の資源・環
境・社会』

社会・自然・生物学上のアーカイヴスをつなぐグローバルヒストリー研究

文理協働 学問樹モデル 西アジアにおいては、アルプスの年輪データから（図上）1260年
代末〜80年代に顕著な寒冷化が見られる。1280年代はモンゴ
ル帝国の複数の政体が不安定化する時期であり、太陽活動が
減退する「ウォルフ極小期」の開始時期とも重なる。ただし、この
時期の中央アジアは例外的に高温多湿であった（図下）。



人間文化研究機構/北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター
「東ユーラシア研究」プロジェクト

特任助教 ベクトゥルスノフ ミルラン

2025年12月12日

遊牧民の主体性の再評価（1920〜1930年代）

ヨーロッパ帝国による遊牧民の強制近代化とその帰結 



自己紹介

氏名：Mirlan Bektursunov（ミルラン ベクトゥルスノフ）

専門分野：中央アジア近現代史

出身：クルグズ共和国（※キルギス）

日本での暮らし：2014年10月～現在に至る

教育：

• ビシケク国立大学（B.A.）

• 北海道大学（M.A.）

• 北海道大学（Ph.D.）

経歴：

• ビシケク国立大学（2013年～14）・特別教師

• 北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター（2022年～2024年）・非常勤研究員

• 日本学術振興会/京都大学（2024年～2025年）・外国人特別研究員

• 人間文化研究機構/北海道大学スラブ・ユーラシア研究センター（2025年4月～）・特任助教



私の研究への道
【中央アジア史、クルグズ人の歴
史を研究しに・・・札幌へ】

・外国での修士課程を希望

Central European Universityか日本かで迷う

・奨学金の確保

MEXT（文部科学省）の奨学金を獲得＝中央ユー
ラシア地域に関する日本の研究水準の高さ

・中央アジア、ロシア・日本の架け橋

修士２年目から毎年海外調査を実施、2020年まで
主にロシア、クルグズスタン、カザフスタン



私の研究＝中央アジアの近現代史

【中央アジアとは】

・中世末・近世

ブハラ・ハン国、ヒヴァ・ハン国、カザ
フ・ハン国、コーカンド・ハン国など中
央アジア国家形態の形成期

・19世紀初頭

ロシア帝国の侵入、中央アジア諸ハ
ン国の衰退

・1924年

ソ連の管轄下で近代民族国家の形成

・1991年

ソ連の崩壊と中央アジア諸共和国の
独立

Shoshana Keller. Russia and Central Asia: Coexistence, Conquest, Convergence. Toronto: University of Toronto

Press, 2020.



クルグズ人とは

1. 中央アジアに暮らすテュルク系民族の

一つ

• 1897年の人口調査ではおよそ60万人
弱（ロシア領中央アジア内）

• 言葉がクルグズ語（テュルク語族のク
プチャク語群に属する）

• ２０世紀初頭までは遊牧を基盤とし、
部族社会を構成

（カラ）キルギス人
イシ・ムラット

（カラ）キルギス人
クズリャル・アイ

https://collection.kunstkamera.ru/entity/OBJECT/105421?organiz=3491922&ethnos=3507395&index=3



クルグズ遊牧社会の部族構成

・40の部族郡が存在⇨様々な影響力のある部族
らから成る

・部族のリーダー：「バートゥル」「ビイ」
「マナプ」として名付けられた

・部族の構成：リーダーが属する有力な家族、
彼らと血縁関係にある他の家族（2〜4世代ま
で）、血縁関係を持たない氏族（ブカラ）

・流動性の高い遊牧経済社会：リーダーに成り
えることも、リーダーから降りることも可

郷長たちとロシア人官僚

出典：Photo.kg



なぜ、いま遊牧社会が重要か
【ダブル忘却：ソ連、そして国民国家】

・ソ連期：遊牧社会を「過去の有害な遺産」とみな
し、強制定住化を推進。その結果、近代化の名のも
とに遊牧民が持つ知識体系は犠牲となった。

・クルグズスタン独立期：遊牧社会は象徴的にのみ
保存され、その実質的内容は忘却された。国家は近
代化（消費主義・発展主義）へと急速に向かった。

・では、遊牧社会とは何か？それは「自然と社会の
バランスを保ちながら、社会の成長を図る」ための
総合的なシステム→現在で言う「持続可能な開発」

出典：Hammer E. The Archaeology of Pastoralism, Mobility, and Society: Beyond the Grass Paradigm. Cambridge University

Press; 2025; A. Khazanov, Nomads and Outside World (Cambridge: Cambridge University press, 1984.)

現在のNaryn州のクルグズ人

写真：Chieko Hirota（Slavic-Eurasian Research Center, Hokkaido University）



ソ連初期：選択肢のない近代化の始まり

1. 現地人による自治の試み：1917年のコーカンド自治、1917年−1918

年アラシュ党、1922年山岳州の試み

2. 中央アジア諸民族：選択肢のない政治環境でのボリシェヴィキ党への

入党・ソヴィエト政権運営に参加

3. 1924年中央アジア・共和国境界確定：クルグズ自治ソヴィエト社会主

義共和国の設立

4. 民族自決権の魅力：ソヴィエト民族政策に一定の期待があったが、概

ね不信感の方が高かった

5. 1920年代：クルグズ人エリートによるソヴィエト政権の批判「共産党

党員証を持った植民地主義者」

6. 1930年代：現地人による公的抵抗の終わり・スターリン大粛清

Benjamin Loring, "“Colonizers with Party Cards”: Soviet Internal Colonialism in Central Asia, 1917–39." Kritika: Explorations in Russian and Eurasian

History, vol. 15 no. 1, 2014, p. 77-102; Adeeb Khalid, Central Asia: A New History from the Imperial Conquests to the Present. Princeton University

Press, 2021.

ソヴィエト政権の下で出版された初めてのクルグ

ズ後での新聞「エルキン・トー」、1926年



近代化のコストは？遊牧民から農民を

1. 1929年：集団化の開始

2. 1931年：定住化の開始・遊牧の禁止

3. 重要なポイント：集団化は家畜生産ではなく
穀物生産を中心に→農地面積が5年間で2倍以
上に。牧場は放置、衰退状態

4. 短期結果：家畜の減少80％（8.2百万頭→1.4
百万頭）

5. ソ連時代：「近代化」「開発」の言説を乗り
越え、よりニュアンスのある社会経済史

GARF, f. 6985, op. 1, d. 75, ll. 341, 342–343；GARF, f. 6985, op. 1, d. 5, ll. 100; GARF, f. 6985, op. 1, d. 61, l. 112.



数字で見る定住化と集団化

出典：TsGA PD KR, f. 391, op. 3, d. 130, l. 113;  

Chislennost` skota v SSSR: statisticheskii sbornik (Moscow: Gosudarstvennoe statisticheskoe izdtel`stvo, 1957), pp. 6, 9, 17, 46. 

家畜数の変動1916‒1956

定住化の過程1931‒1934



「Nomadic Socialism」：形は社会主義、中身は遊牧民の価値観
1. クルグズスタンの地理的特徴：

• 山国で、平均標高は1500メートル以上で、大半は農

地に適していない

2. 遊牧経済の再開：

• ソ連が1930年代末から遊牧を許可、「ソヴィエト的

遊牧」の始まり・遊牧経済社会の知恵を推奨、畜産に

重点、家畜数が1960年代に回復

3. 農場集団が部族を中心に

• 部族ごとに畑を耕し、部族ごとに家畜を育成

4. 共存と収束

• クルグズ遊牧文化とソヴィエト国家の社会主義的イデ

オロギーが綯い交ぜの状態、その中における遊牧民の

主体性

現在のNaryn州の牧場

写真：Chieko Hirota （Slavic-Eurasian Research Center, Hokkaido University）

出典：O. R. Nazar’evskii, “Sovremennye formy pastbishnego zhivotnovodstva v pustynnykh i gornykh raionakh Kazakhstana i respubik Srednei Azii, Ocherki Istorii

khozaistva narodov Srednei Azii i Kazakhstana (Leningrad: Nauka, 1973), p. 252; 

S. M. Abramzon, “Vliyanie perekhoda k osedlomu obrazu zhizni na preobrozavanie sotsial’nogo stroya, semeino-bytovogo uklada i kul’tury prezhnikh kochevnikov

i polukochevnikov (na primere kazakhov i kirgizov),” Ocherki Istorii khozaistva narodov Srednei Azii i Kazakhstana (Leningrad: Nauka, 1973), p. 237. 



忘却される遊牧民の世界 経済社会
• 「無秩序」の社会ではない。現地社会に固有の

Namys（名誉）・ Nark （慣習）の法体系の存在

• 資源利用・土地利用・生態知識において高度で適
応的な論理をもつ

部族
• 権力を均衡する仕組み・口承文化・部族の歴史と

しての系譜

世界観
• 自然との調和、持続可能な開発、流動性のある

オープンな社会、多様性への配慮

本研究の意義
• 完璧な社会・政治システムはないが、遊牧民を外

部（ソ連）が持ってきたスケールではなく、遊牧
民自身の立場から分析

• 軽視されがちな系譜・口承文芸を積極的に参照
（国家による歴史記憶の形成と対照的）

写真：Chieko Hirota（Slavic-Eurasian Research Center, Hokkaido University） 

遊牧民によって書かれた系譜



まとめ
• ソ連期：「後進した遊牧民を定住化させ、近代化させた」という言説が定着し、現在に至るま

で無批判的に繰り返されている

• 現代：国民国家を目指す現在のクルグズスタンでも遊牧社会の多くの要素が忘却される（部族

要素、自然・社会に対する価値観）

• 本研究は、歴史的アクターとしての遊牧民の視点に立ち、外部アクターによって彼らの名前で

語られてきた「近代化」の歴史を研究（部族要素の水面下での存続・忘却された近代化のコス

トを明らかにし、客観性のある歴史観を提示）

• ソ連期の近代化の評価：ソ連周縁にとっての問題は、近代化したかどうかではなく、自らの近

代性を語る権利を奪われていたことである

※本研究の一部はCentral Asian SurveyやAb Imperioという国際的に有力な学術雑誌に投稿されたものである。
後者に関しては、Ab Imperio Award for the best study in new imperial history and history of diversity in Northern

Eurasia, up to the late twentieth centuryのうち、2024年最優秀論文賞を受賞。
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